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（２）「試行的研究会の目的と進め方、参加方法等説明」
13:05～1３:25



産学連携・企業連携等のオープンイノベーション及び
公民連携、地域連携、市民連携等のリビングラボの
「産官学民共創プラットフォーム」の形成に向けた

「試行的研究会」について

2021年7月5日

説 明 : 新産業文化創出研究所（ICIC）
廣 常 啓 一

第2回 健都共創フォーラム

主 催 :  吹田市／摂津市
共 催 :  国立研究開発法人国立循環器病研究センター

国立研究開発法人医薬基盤・健康・栄養研究所
後 援 :  大阪府
事務局 :  三菱UFJリサーチ&コンサルティング／新産業文化創出研究所



⇒健康への意識を変え
新しいライフスタイルを創造

（リテラシー向上から行動変容）

健康・医療のまちづくり
「健都モデル」リビングラボ

共創の実証フィールド
地域課題やニーズ
健康データを提供

シーズ活用の地域事業の構築

助言指導
研究成果の還元

まちづくりとイノベーションの好循環で地域活力の創出
※好循環を生み出す「仕組み」づくり、共創のプラットフォームの形成ﾄ

両者をつなぎコーディネートする担い手が必要

健都レールサイド公園
健都ライブラリー･市民病院

実証フィールド

行政（官）・企業（産）の連携
市民（民）の参画

仕組み

⇒ ヘルスケア産業の創出
産学連携、企業連携の促進による
イノベーションの創出

健康・医療クラスター形成
オープンイノベーション推進

国循、健栄研、
ﾆﾌﾟﾛ･ｴｱｳｫｰﾀｰ等進出企業

クラスター形成

アカデミア（学）・企業（産）中心

「健都」における「産学官民連携体制」の推進について 2

●連携実証フィールド
●市民サポーター
●リビングラボプラットフォーム
でのテーマ別活動グループ、
コミュニティビジネス等

●自分事化とまちづくりへの参画



●連携実証フィールド
●市民サポーター
●リビングラボプラットフォーム
でのテーマ別活動グループ、
コミュニティビジネス等

●自分事化とまちづくりへの参画
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実証フィールド
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⇒ ヘルスケア産業の創出
産学連携、企業連携の促進による
イノベーションの創出

健康・医療クラスター形成
オープンイノベーション推進

国循、健栄研、
ﾆﾌﾟﾛ･ｴｱｳｫｰﾀｰ等進出企業
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アカデミア（学）・企業（産）中心

「健都」における「産学官民連携体制」の推進について

ソーシャル
コミュニケーション活動

❶
理解増進、対話交流、合意形成、
共創人材、地域人材・組織育成
活動支援、地域共創環境の機運醸成
意識変容、行動変容❷

対話･交流･相互の理解増進
合意形成･共創環境形成

❸

地域を実証フィールドと
する狭義のリビングラボ

試行的な研究会として
技術や製品の地域での研究、
調査基盤整備と地域導入情報

地域課題やﾆｰｽﾞの提供､
各活動主体ﾆｰｽﾞの提供
健康ﾃﾞｰﾀ提供や活動協力

➍
ニーズプル型の
共創リビングラボ

❺

まちづくりリビングラボ機能
(健康･医療+ 防災･防犯+賑わい創出+α)

共創オープンイノベーション機能
❶グローバル視点の横展開／❷ローカル視点の横展開
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●連携実証フィールド
●市民サポーター
●リビングラボプラットフォーム
でのテーマ別活動グループ、
コミュニティビジネス等

⇒健康への意識を変え
新しいライフスタイルを創造

（リテラシー向上から行動変容）

●連携実証フィールド
●市民サポーター
●リビングラボプラットフォーム
でのテーマ別活動グループ、
コミュニティビジネス等

●自分事化とまちづくりへの参画

地域の課題や実情に応じた
情報･研究･技術ｼｰｽﾞ･製品提供
地域共創､地域で実証､実装



当面の試行的検討地域として考える健都と周辺地域のクラスター 4

健都での活動を、
吹田市内、摂津市内全域を実証フィールド
として国内外の他地域との連携や横展開

万博公園と
周辺Project

大阪大学グローバル
ビレッジ津雲台
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55健都のクラスターを核に吹田市、摂津市全域を地域共創フィールドとして設定

国内外のクラスター連携、
リビングラボ連携も視野に入れて

吹田市

摂津市



学

産

学

官

金

産

地域

民
地域住民
地域事業所や就労者、就学者
地域商業や来訪者

地権者・開発事業者
地域事業者(商業系)

支援･協力機関

産学連携の企画情報発信+
ソーシャルコミュニケーション推進
健康に資する意識変容／行動変容支援

リビングラボ活用の
地域市民活動団体
・市民や職域のサポーター
・個人のニーズ別サークル
・NPO
・コミュニティビジネス

健康活動の無関心層、
無行動層へのアプローチ

共創推進機能に関係する多様な対象主体のポジショニングの整理(鶏と卵の両者の形成) 6

国内外からの多様な優れたナレッジが健都に集積・交流・共創

産官学民の共創プラットフォーム

国内外から産学連携や企業連携、地域連携、公民連携など
オープンイノベーションやリビングラボのプラットフォーム
を活用した共創機会を求める参加者

ﾘﾋﾞﾝｸﾞﾗﾎﾞｺｰﾃﾞｨﾈﾀｰ

吹田市内、摂津市内等、健都周辺の地域開発者や商業施設
地域の事業所や経済団体等関係者との連携

まちづくり地域共創リビングラボ+α機能
(地域課題解決、地域価値創造の地域の自主機能)

共創オープンイノベーション機能
❶グローバル視点の横展開／❷ローカル視点の横展開

健都ライブラリー／レールサイド公園

自治会／マンション等管理組合
マンション等施設管理会社

公

医 社会

オープンイノベーションセンター

核となるシーズ機関

オープンイノベーション
プラットフォーム活用者

ｵｰﾌﾟﾝｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ主体 共創ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ



地域・市民連携

⓬2ﾘﾋﾞﾝｸﾞﾗﾎﾞ起点地域市民活動団体
地域やﾃｰﾏ別に地域住民や事業者等が
地域課題解決や価値創造の為に活動
する多様な主体｡健都と周辺地域､吹
田市､摂津市の広域的な活動主体､ｻｰｸ
ﾙ､NPO･社団･ｺﾐｭﾆﾃｨﾋﾞｼﾞﾈｽ等

社会的価値、地域的価値を
産み出したい企業や研究機
関との地域マッチングを推
進する中間支援機関

健都外からの企業や大学等、多様な主体の参画が
継続的に集積、交流、連携が行われるオープンイ
ノベーションのプラットフォームを目指す・

産学官民連携プラットフォーム(狭義)

核となるシーズ機関
健都立地の研究機関や医療
機関､企業を核とした活動体

狭義リビングラボ
コーディネーター➀
研究機関や企業シー
ズの仮説検証や調査、
実証実験、治験など
を地域や市民、患者
と結び付ける機関

オープンイノベーション
プラットフォーム活用者

健都内外の共創機会への参加者
健都の機能や施設を利用するこ
とを求めて参画する大学､企業や
ベンチャー､投資家など。

共創推進機能に関係する多様な対象主体のポジショニングの整理 ❶～⓬

狭義リビングラボを必要とする
案件(プロジェクト)や研究機関 、
企業のコーディネート

産学連携の企画情報発信+
ソーシャルコミュニケーション推進機関
地域や社会の多様な主体に対してリビン
グラボや社会実装を求める研究や製品、
事業の内容を解りやすく伝えねことと、
その理解や判断をできるリテラシー学習
(理解増進活動)、対話や合意形成、共創
関係構築のための支援。市民やこども向
けのセミナーやワークショップ、コンテ
ンツやカリキュラムの企画制作や運営、
クリエイターなどとのマッチング。地域
共創の不安や不信を除きリビングラボ実
施の地域の機運醸成活動としてスタート。

エリアマネジメント
健都と周辺地域の賑わ
い創出や防災など様々
な地域価値創造のため
活動の仕掛けや支援、
実施運営を行う開発事
業者を含む主体。集合
住宅などの管理組合支
援､公共施設の指定管理
業務､各種FM等も含む。

❾1地権者・開発事業者
❾2地域事業者(商業系)
健都用地の価値化や開
発､企業誘致や住宅分譲
などの事業者､集客を求
める商業施設･店舗等

地域共創・市民協働

ｵｰﾌﾟﾝｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ主体
自らが自社シーズや
共創を事業として
オープンイノベー
ション実施する機関

⓫1地域住民
⓫2地域事業所
と就労者等

❶

❷

❸

➍

❺

❻1

❾

❿

⓫

⓬1ﾘﾋﾞﾝｸﾞﾗﾎﾞ地域ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ

治験等

様々なテーマの複数主体
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※大阪府が推進検討する機能

様々なー業種や職種の組織や個人

➍1共創コーディネーター
健都の産学連携､企業連
携､資金や販路ﾏｯﾁﾝｸﾞなど
の共創推進やｲﾝｷｭﾍﾞｰｼｮﾝ､
ｱｸｾﾗﾚｰｼｮﾝ､ｺﾝｻﾙを実施す
る機関､士業､また継続的
に外部の企業や資金､シー
ズを誘導集積する機関
➍2 ﾌｧﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ機能
・VC､CVC組成､金融機関
・ﾏｯﾁﾝｸﾞ､ﾃﾞｭｰﾃﾞﾘ

➍3 ｼﾝｸﾀﾝｸ機能
新規事業の探索、中長期戦略
の立案等・政策提言

産
学
連
携
・
企
業
連
携

⇒共創オープンイノベーション機能へ

❻2科学ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ発信主体
❽3共創合意形成活動主体
❽4市場ﾆｰｽﾞ課題調査主体
❽5ﾃｽﾄﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ主体
❽6広告ﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ発信主体
❽7CSR地域貢献主体

❽1医療機関
❽2患者･家族等❽

地域リビングラボ
コーディネーター②
地域の住民や事業者
のリビングラボ活動
の支援機関でﾌﾟﾗｯﾄ
ﾌｫｰﾑ機能や組織化や
活動施設のｺｰﾃﾞﾃｨﾈｰ
ﾄや運営､情報提供､
広報活動等の中間支
援や地域課題やﾆｰｽﾞ
に応じた健都内外の
ｼｰｽﾞの検証や誘致､
ファンドレイジング

❼

➍4 支援･協力機関
共創(産学官民他)の活動
や推進に対する支援や協
力などを行なう公的機関
や経済団体､業界団体等

❽3 地域立地の特定
施設(公共施設､公園､
病院等)等のｽﾃｲｸﾎﾙ
ﾀﾞｰ､PPP関係､施設
活用団体等

❸1健康医療シーズ事業化系
❸2上記支援関連事業系
❸3リビングラボ基盤技術事業系

❸1学術研究機関／❸2企業ｽﾀｰﾄｱｯﾌﾟ

・製品やサービスの科学技術情報／リテラシーや健康意識の向上
・生活者ニーズや課題解決策の研究開発への共創合意形成
・製品やサービスの提供と評価をフィードバック
・意識の高いオピニオンへのプロモーションの共創と横展開･国際展開

生活者ニーズや課題の提供／製品やサービスの評価／
研究開発のための健康各種データの提供
製品・サービスの市民共創によるUHC、
グローバルヘルスへの貢献とシビックプライド醸成

産官学民の共創プラットフォーム
まちづくり地域共創リビングラボ+α機能

(地域課題解決、地域価値創造の地域の自主機能)

共創オープンイノベーション機能
❶グローバル視点の横展開／❷ローカル視点の横展開



(2)リビングラボ形成、活用（複数テーマの地域でのフィールド提供や参加協力、活動推進）

＜内 容＞
地域共創の仕組み（リビングラボ）に必要とされる機能や共創手法、その活用方法等について、地域の関係者の皆様、地域共創の基盤（データヘルス等のヘ
ルスケア分野におけるスマートシティ基盤等）形成に関わる技術や運営ノウハウをお持ちの皆様、実証フィールドを活用した研究開発や評価等をお考えの皆
様、そして、リビングラボに関わる専門家の皆様などと議論や検討をしていくものです。

＜対象者＞
〇地域の関係者
・対象地域で住宅やオフィス、商業施設等を開発、管理または運営する事業者、対象地域の医療、福祉関連機関、教育機関
・対象地域で健康医療関連の課題解決や普及啓発事業などに取り組む団体等

〇リビングラボの基盤形成に関わる技術、ノウハウをお持ちの企業等
・リビングラボの基盤となるスマートシティ技術や連携ネットワーク、活用デバイスなどに関わる企業等
・地域での実証機能を支える検査や評価、健診などに関わる技術やサービスの開発、導入をお考えの企業等
・リビングラボの形成や運営に関わる企業等

〇リビングラボを活用した研究開発（（１）の共同研究含）や評価、実証をお考えの企業等
〇その他、地域での市民対話や交流、共創を希望する健康、医療関連の企業や研究機関
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(1)産学連携・企業連携関連テーマ（複数の研究や技術などシーズ共創、事業化共創テーマ）

＜内 容＞
健都に立地する国立循環器病研究センターをはじめとした研究機関との産学連携等のオープンイノベーションに向けた研究会。特に、健都を核に吹田市、摂
津市全域の地域実証フィールド活用を見据え、健康寿命延伸に関わる様々なテーマを研究会で議論し、企業の皆様の希望等に応じて実施テーマやプロジェク
トを検討していくものです。

＜対象者＞
〇産学連携・企業連携での共同研究等により、実証フィールド活用を見据えた以下のような取組をお考えの企業、研究機関等
（健康医療関連の技術や製品、サービスなどの研究や開発、評価、事業化）
（健康医療関連の研究や検査、実験等に活用する技術や製品、サービスの開発または導入）

(3)ソーシャルコミュニケーション･行動変容（健都内外への情報発信､地域への理解増進や対話､意識や行動変容活動含む）

＜内 容＞
健康医療に関わる社会や地域との対話、理解増進、合意形成、意識変容、行動変容、交流や共創を実現するためのソーシャルコミュニケーションを検討する
研究機関や学会、企業や業界団体、クラスターなどと、コミュニケーションや学習、クリエイティブ、情報発信などの技術や事業を支援する機関や事業者な
どとの共創研究会

＜対象者＞のメンバーに加え
〇健康医療に関わる研究や開発を行う学術研究機関や学会、企業や業界団体、関連クラスター等
〇コミュニケーションや学習、クリエイティブ、情報発信などの技術や事業を支援する機関や事業者
○上記を実装する施設（科学館、図書館、教育機関、企業ミュージアム、ショールーム等）や地域クラスター
○上記を実装するイベントやメディア（2025EXPOなども想定）

試行的研究会の３つの大分類



9

試行的研究会テーマ１
｢産学から健康医療系の

共創テーマ募集｣

ＳＴＥＰ １ ＳＴＥＰ 2

交流会
サロン

「Café」

セミナー
説明会ｵﾘｴﾝ
公開ピッチ

ＳＴＥＰ 3

試行的研究会活動

ＳＴＥＰ 4

ワーキング・分科会(複数)

試行的研究会テーマ２
｢健都リビングラボ関連｣

・シーズ発表／・企業取組発表
・研究連携協議／チームビルド／提供ﾍﾞﾈﾌｯﾄ
・リビングラボ活用計画の検討
・欠落共創ﾊﾟﾄﾅｰ､地域ﾊﾟﾄﾅｰ参画誘導

・試験製品サービスの整理
・センシング・研究調査手法
・社会実験(治験､ﾃﾞｰﾀ取得)計画
・実施課題検討・規制許認可・予算等

➍オープンイノベーション共創コーディネート機能

❼地域リビングラボコーディネーター②

セミナー
説明会ｵﾘｴﾝ
公開ピッチ

交流会
サロン

「Café」

試行的研究会活動
・地域特性・課題・ニーズ発表
・地域リビングラボ・基盤インフラ
・地域側主体の取組・協力可能機能発表／
・研究連携協議／チームビルド／協力ﾍﾞﾈﾌｯﾄ
・欠落共創ﾊﾟﾄﾅｰ､ｻｰﾋﾞｽ･技術ﾊﾟﾄﾅｰ参画誘導

ﾌﾟﾚｻｳﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ

ワーキング・分科会(複数)

・試験製品サービスの導入可能性
・研究調査手法と施設や設備へ機能設置
・実証実験(治験､ﾃﾞｰﾀ取得)計画協力体制
・実施課題検討・規制許認可・予算等

ＳＴＥＰ １ ＳＴＥＰ 2 ＳＴＥＰ 3

研究会の３つの大分類と試行的な複数テーマの試行的研究会（WG）を同時スタート

ＳＴＥＰ 4

❺狭義リビングラボコーディネーター➀

❶核となる
シーズ機関

❸OIﾌﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ
と活用者(産学)

❽医療機関
患者･家族等

❽地域立地施設
活用団体等

❾地権者・
開発事業者
地域事業者
(商業系)

実証実験

理解増進事業
関心層の可視化

❻ｿｰｼｬﾙｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ専門技術
･施設･ｲﾍﾞﾝﾄ･ｶﾘｷｭﾗﾑ 研究会テーマ1と2

のｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ手法や
施設の検討

・協力者への定期情報
・協力者への介入
・協力者の組織化
・協力団体との連携

協力者の集客
説明･合意形成

対話
情報収集

ＳＴＥＰ5

ＳＴＥＰ5

実証実験

・協力者への定期情報
・協力者のﾊﾟｰﾄﾅｰ誘導
・協力者の自主組織化
・ﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ機能確立

❺狭義リビングラボコーディネーター➀

プラットフォームのシーズや活用企業だけでなくコーディネート機能を担う
多様な主体や健都以外の国内外クラスターや支援機能とのネットワーク構築

◆地域関係者以外からの専門的機能を持つ主体の参加も拡げる
・先行する実施地域や主体からの情報
・健都機能の強化とプレイヤーの拡大

地域事業者等との調整

アドバイザリーボード

説明会･発表･研究会こどのアンケート
として参加機関企業ニーズも吸い上げる

ﾌﾟﾚｻｳﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ

対象者と仮説
リビングラボ

リビングラボ
から産まれる
活動団体連携

ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ化推進と

❸実証ﾌｨｰﾙﾄﾞ基盤技術

セミナー
説明会ｵﾘｴﾝ
公開ピッチ
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試行的研究会テーマ１
｢産学から健康医療系の

共創テーマ募集｣

ＳＴＥＰ １ ＳＴＥＰ 2

交流会
サロン

「Café」

セミナー
説明会ｵﾘｴﾝ
公開ピッチ

ＳＴＥＰ 3

試行的研究会活動

ＳＴＥＰ 4

ワーキング・分科会(複数)

試行的研究会テーマ２
｢健都リビングラボ関連｣

・シーズ発表／・企業取組発表
・研究連携協議／チームビルド／提供ﾍﾞﾈﾌｯﾄ
・リビングラボ活用計画の検討
・欠落共創ﾊﾟﾄﾅｰ､地域ﾊﾟﾄﾅｰ参画誘導

・試験製品サービスの整理
・センシング・研究調査手法
・社会実験(治験､ﾃﾞｰﾀ取得)計画
・実施課題検討・規制許認可・予算等

➍オープンイノベーション共創コーディネート機能

❼地域リビングラボコーディネーター②

セミナー
説明会ｵﾘｴﾝ
公開ピッチ

交流会
サロン

「Café」

試行的研究会活動
・地域特性・課題・ニーズ発表
・地域リビングラボ・基盤インフラ
・地域側主体の取組・協力可能機能発表／
・研究連携協議／チームビルド／協力ﾍﾞﾈﾌｯﾄ
・欠落共創ﾊﾟﾄﾅｰ､ｻｰﾋﾞｽ･技術ﾊﾟﾄﾅｰ参画誘導

ﾌﾟﾚｻｳﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ

ワーキング・分科会(複数)

・試験製品サービスの導入可能性
・研究調査手法と施設や設備へ機能設置
・実証実験(治験､ﾃﾞｰﾀ取得)計画協力体制
・実施課題検討・規制許認可・予算等

ＳＴＥＰ １ ＳＴＥＰ 2 ＳＴＥＰ 3

研究会の３つの大分類と試行的な複数テーマの試行的研究会（WG）を同時スタート

ＳＴＥＰ 4

❺狭義リビングラボコーディネーター➀

❶核となる
シーズ機関

❸OIﾌﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ
と活用者(産学)

❽医療機関
患者･家族等

❽地域立地施設
活用団体等

❾地権者・
開発事業者
地域事業者
(商業系)

実証実験

理解増進事業
関心層の可視化

❻ｿｰｼｬﾙｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ専門技術
･施設･ｲﾍﾞﾝﾄ･ｶﾘｷｭﾗﾑ 研究会テーマ1と2

のｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ手法や
施設の検討

・協力者への定期情報
・協力者への介入
・協力者の組織化
・協力団体との連携

協力者の集客
説明･合意形成

対話
情報収集

ＳＴＥＰ5

ＳＴＥＰ5

実証実験

・協力者への定期情報
・協力者のﾊﾟｰﾄﾅｰ誘導
・協力者の自主組織化
・ﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ機能確立

❺狭義リビングラボコーディネーター➀

プラットフォームのシーズや活用企業だけでなくコーディネート機能を担う
多様な主体や健都以外の国内外クラスターや支援機能とのネットワーク構築

◆地域関係者以外からの専門的機能を持つ主体の参加も拡げる
・先行する実施地域や主体からの情報
・健都機能の強化とプレイヤーの拡大

地域事業者等との調整

アドバイザリーボード

説明会･発表･研究会こどのアンケート
として参加機関企業ニーズも吸い上げる

ﾌﾟﾚｻｳﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ

対象者と仮説
リビングラボ

リビングラボ
から産まれる
活動団体連携

ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ化推進と

❸実証ﾌｨｰﾙﾄﾞ基盤技術

セミナー
説明会ｵﾘｴﾝ
公開ピッチ

情報収集や検討、
テーマや技術提案
のための参加

テーマに関わる
様々な共創目的
共創機能を持つ
主体の参加

各stepで必要となる
技術やフィールド等
の主体の参加を追加

活動の効果的部会
の設立と参加者の
選別

・科学的根拠や評価や検証のための共創
・検査や測定装置や技術や手段としての共創
・製品化､事業化の為の材料や技術､人財としての共創

・ソーシャルコミュニケーションのための共創
・実証フィールド基盤整備や活用としての共創
・実証フィールド協力主体との共創

様々な共創目的や機能

・研究開発段階での共創
・実証の段階での共創
・実装の段階での共創



11

ＳＴＥＰ 6

マッチング
共同研究･
実証実験

組織化･事業化
製品化･実装

A研究会

ＳＴＥＰ 3 ＳＴＥＰ 5

●プロジェクトマネジメント事業
・産学・企業連携系試行的研究会
・地域連携系リビングラボ形成研究会
ﾒﾝﾀﾘﾝｸﾞ/ｲﾝｷｭﾍﾞｰｼｮﾝ/ｱｸｾﾗﾚｰｼｮﾝ/

説明会ｵﾘｴﾝ
セミナー
テーマ提案
発表会

オープンに参加可能な領域

社会･地域連携
試行的リビングラボ
ソーシャルコミュニケーション
CSR・アウトリーチ・合意形成
市民講座・こども大学
イベント、フェア

●共創テーマ検討と研究会組成

プロジェクトメイキング

●リビングラボ基盤整備(ｲﾝﾌﾗ～地域共創ﾊﾟｰﾄﾅｰ､活動主体育成)
と試行的地域実装事業

理解増進
合意形成
人財育成
活動主体形成
普及啓発

※1 ここで言うトランスレーショナルリサーチ（Translational Research）とは、国内・海外の大学･研究機関、
ベンチャー、研究機関などにおける基礎研究から 派生してくる有望な新技術や新素材等を発掘して、市場
イメージと事業化までのシナリオを創り、バックキャストの中でのプレイヤーや達成事項をデザインし
試験やトライアル事業等を行いながら、付加価値を高めて事業化へつなげていくことを意味します。

戦略会議

テーマ2

テーマ1

こども大学

ＳＴＥＰ １

健都交流
サロン

「Café」
マーケティング
市場・地域導入
販路開拓
情報発信
国際展開

事業課題整理
更なる共創計画

Ｃ研究会

Ｂ研究会

Ｄ研究会

産学連携などの
研究予算獲得も

インキュベーション
事業化メンタリング
金融機関の支援や
公的支援予算も活用

研究会やプロジェクトを社会実装や市場導入に誘導する方法にも、ノウハウが必要
となる。上記のようにオープンとクローズドの研究会活動を進捗やメンバーの能力
などを見極めながら個別メンタリングやファシリテートしていく必要がある。

オープンイノベーションの研究会による連携・共創と事業化へのプロセス 11

まちづくり地域共創リビングラボ+α機能
(地域課題解決、地域価値創造の地域の自主機能)

共創オープンイノベーション機能
❶グローバル視点の横展開／❷ローカル視点の横展開

ＳＴＥＰ 2

部会ワーキング
チームビルド
地域研究調査
実証計画調整

ＳＴＥＰ 4

リアル & バーチャル(オンライン)､ハイブリッド

健都連絡調整会議

提案
発表

「健都産官学民共創プラットフォーム」形成へ

提案
発表

提案
発表

提案
発表

関連セミナー

参加者ｻｳﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ細分･知財
活動資金確保
負担分担､成果分配
各種支援ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾄ
地域協議､条件整理

ﾌｧｼﾘﾘﾃｰﾄ

共創ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ
各種情報発信
(ﾒﾙﾏｶﾞ･WEB)
共創ﾃｰﾏ募集

地域課題解決型
企画調査研究

ＳＴＥＰ １ＳＴＥＰ 2
・研究会テーマの検討（共創ﾆｰｽﾞｼｰｽﾞ調査）
・トランスレーショナルリサーチ等
・市場ﾆｰｽﾞ､社会や地域の課題､横展開ｲﾒｰｼﾞ
・研究･技術ｼｰｽﾞの可能性評価､事業化ｼﾅﾘｵ

ＳＴＥＰ 7

ＳＴＥＰ 0
アドバイザリー

ボード

テ
ー
マ
別
研
究
会
組
成

ﾌﾟﾚｻｳﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ

研究会間での連携含む

異分野連携が短期で具体的に実証実験や体験、また可視化しやすい領域

横展開

タウンカレッジ
市民大学

健都ﾐｭｰｼﾞｱﾑ
令和3年度
試行的研究会

健都産学官民共創フォーラム
(仮称)

プロジェクトの費用や役割の負担
知財所有や成果の分配など協議

STEPや進捗フェーズに
応じたパートナー調整

開催
方法

ｿｰｼｬﾙｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
地域ﾊﾟｰﾄﾅｰ実証



・研究会テーマの検討（共創ﾆｰｽﾞｼｰｽﾞ調査）
・トランスレーショナルリサーチ等
・市場ﾆｰｽﾞ､社会や地域の課題､横展開ｲﾒｰｼﾞ
・研究･技術ｼｰｽﾞの可能性評価､事業化ｼﾅﾘｵ

12

ＳＴＥＰ 6

A研究会

ＳＴＥＰ 3 ＳＴＥＰ 5

●プロジェクトマネジメント事業
・産学・企業連携系試行的研究会
・地域連携系リビングラボ形成研究会
ﾒﾝﾀﾘﾝｸﾞ/ｲﾝｷｭﾍﾞｰｼｮﾝ/ｱｸｾﾗﾚｰｼｮﾝ/

説明会ｵﾘｴﾝ
セミナー
テーマ提案
発表会

オープンに参加可能な領域

社会･地域連携
試行的リビングラボ
ソーシャルコミュニケーション
CSR・アウトリーチ・合意形成
市民講座・こども大学
イベント、フェア

●共創テーマ検討と研究会組成

プロジェクトメイキング

●リビングラボ基盤整備(ｲﾝﾌﾗ～地域共創ﾊﾟｰﾄﾅｰ､活動主体育成)
と試行的地域実装事業

理解増進
合意形成
人財育成
活動主体形成
普及啓発

※1 ここで言うトランスレーショナルリサーチ（Translational Research）とは、国内・海外の大学･研究機関、
ベンチャー、研究機関などにおける基礎研究から 派生してくる有望な新技術や新素材等を発掘して、市場
イメージと事業化までのシナリオを創り、バックキャストの中でのプレイヤーや達成事項をデザインし
試験やトライアル事業等を行いながら、付加価値を高めて事業化へつなげていくことを意味します。

戦略会議

テーマ2

テーマ1

プロフェショナル
スクール

こども大学

タウンカレッジ市民大学

ＳＴＥＰ １

健都交流
サロン

「Café」
マーケティング
市場・地域導入
販路開拓
情報発信
国際展開

事業課題整理
更なる共創計画

Ｃ研究会

Ｂ研究会

Ｄ研究会

産学連携などの
研究予算獲得も

研究会やプロジェクトを社会実装や市場導入に誘導する方法にも、ノウハウが必要
となる。上記のようにオープンとクローズドの研究会活動を進捗やメンバーの能力
などを見極めながら個別メンタリングやファシリテートしていく必要がある。

テーマ別の試行的研究会の共創シナリオと事業化、地域実装からのバックキャストしたメイキング 12

まちづくり地域共創リビングラボ+α機能
(地域課題解決、地域価値創造の地域の自主機能)

共創オープンイノベーション機能
❶グローバル視点の横展開／❷ローカル視点の横展開

ＳＴＥＰ 2

部会ワーキング
チームビルド
地域研究調査
実証計画調整

ＳＴＥＰ 4

健都連絡調整会議

提案
発表

「健都産官学民共創プラットフォーム」形成へ

提案
発表

提案
発表

提案
発表

関連セミナー

参加者ｻｳﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ

ﾌｧｼﾘﾘﾃｰﾄ

共創ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ
各種情報発信
(ﾒﾙﾏｶﾞ･WEB)
共創ﾃｰﾏ募集

ｿｰｼｬﾙｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
地域ﾊﾟｰﾄﾅｰ実証

地域課題解決型
企画調査研究

ＳＴＥＰ １ＳＴＥＰ 2

ＳＴＥＰ 7

ＳＴＥＰ 0
アドバイザリー

ボード

テ
ー
マ
別
研
究
会
組
成

ﾌﾟﾚｻｳﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ

研究会間での連携含む

異分野連携が短期で具体的に実証実験や体験、また可視化しやすい領域

横展開

タウンカレッジ
市民大学

健都ﾐｭｰｼﾞｱﾑ
令和3年度
試行的研究会

健都産学官民共創フォーラム
(仮称)

プロジェクトの費用や役割の負担
知財所有や成果の分配など協議

地域課題から地域実証、実装

シナリオ化とバックキャストした
研究会のプロジェクトメイキング

マッチング
共同研究･
実証実験

インキュベーション
事業化メンタリング
金融機関の支援や
公的支援予算も活用

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ細分･知財
活動資金確保
負担分担､成果分配
各種支援ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾄ
地域協議､条件整理

組織化･事業化
製品化･実装

STEPや進捗フェーズに
応じたパートナー調整事業化や国際展開(デファクト化)

開催
方法

リアル & バーチャル(オンライン)､ハイブリッド



リビングラボ
基盤の企画検討

13サウンディング～希望テーマ発表、試行的研究会の企画と活動の流れ

5/25 健都機関共創紹介
研究会説明会／ピッチ

4月～5月

プレサウンディング
参加者へアンケート
共創希望･発表希望

産官学民共創のプラットフォーム形成や活用に
関しての産官学民(地域フィールド側)への意見徴収

試行的研究会に関する
希望テーマの発表募集

試行的共創研究会
希望テーマの発表

1.健康医療研究・事業系のテーマ
2.リビングラボ基盤形成系のテーマ
3.ソーシャルコミュニケーション系のテーマ

7/5 研究会説明会／ピッチ
研究会関連セミナー･発表

発表テーマへの共創
希望者募集と研究会企画

試行的共創研究会
希望テーマの新たな発表

参加者へアンケート
共創希望･発表希望

試行的研究会ｾﾐﾅｰ等
共創希望者からの発表

7月以降 研究会の共創発表
部会WG視察等活動

発表テーマや発表者
への共創参画希望者

複数の試行的研究会
の部会WG活動等

試行的研究会テーマ決定
と共創関係者の発表募集

発表テーマへの共創
希望者募集と研究会参加

発表者
メンタリング

試行的
研究会活動
WG活動

試行的
研究会の企画

試行的地域
実証企画

試行的研究会ｾﾐﾅｰ等
共創希望者からの発表

複数の試行的研究会
の部会WG活動等

地域実証企画
地域共創主体検討

発表テーマへの共創ニーズ
から研究会を企画

健康意識･行動への変容
①オーラルヘルス関係
②地域運動マネジメント関係
③その他のテーマ

地域実証企画
市民等サポーター募集

地域共創フィールド
募集と研究会連動
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●健都で進みつつある様々なプロジェクトや機能の活用、プロジェクト化支援

●吹田市、摂津市、また健都の様々なフィールドや活動主体の形成や育成、活用

●様々な公的支援(国や自治体等)の補助金や委託業務、プロジェクトや
支援機能の活用、コンソーシアム等の組成や公募の支援

●民間ファンドや融資の活用、制度の設計、ほか

試行的研究会での様々な支援等イメージ

●研究会・部会・プロジェクトの幅広いコーディネート、関係者メンタリング

●産学連携や企業連携などのビジネスマッチング

●地域連携や実証フィールド、実証協力主体とのマッチング、実証の支援

●テーマに応じた市民サポーターの募集と連携コーディネート

●地域や市民に対するソーシャルコミュニケーション活動の技術や機会の提供
研究者や専門家、実施・運営機関、表現・教育関係者などとの連携



15JST 共創の場支援プログラム事例)



事例) 16JST 社会課題解決に向けた取組支援、好事例の水平展開
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サイエンスアゴラとは、あらゆる人に開かれた科学と社会をつなぐ広場の総称です。サイエンスアゴラは、異なる分野・セクター・年代・
国籍を超えた関係者をつなぎ、さまざまな人たちが各地で主体的に推進する活動の広場です。この広場に集まる人たちが多様な価値観を認
め合いながら、対話・協働を通じて、これからの「社会とともにある科学」と「科学とともにある社会」の実現を目指します。

サイエンスアゴラに集う活動の要件は以下の５つです。
•（1）社会とともにあること、社会のためにあること
•（2）科学技術に関すること
•（3）自発的であること
•（4）多様な人とのつながりを大切にすること
•（5）公開できること

JST サイエンスアゴラ・サテライト事例)



事例) 18JST サイエンスアゴラ・サテライト
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近所のご家族
や患者、患者の家族

地域住民が家族や
親せきを呼び込む

周辺の農地
や自然環境

周辺の商業施設や
宿泊・観光施設

在宅医療やコミュニティ
ナースの活動Caféとして

周辺の企業や
工場、学校

産学連携
カリキュラム

異業種連携
カリキュラム

地域NPO
ｶﾘｷｭﾗﾑ

認定こども園
連携ｶﾘｷｭﾗﾑ

地域の大学
カリキュラム 地域事業者

商店等ｶﾘｷｭﾗﾑ

吹田摂津
おうち教室

吹田摂津
おうち教室

地域の住民発案
のカリキュラム

地域の公民館や教育施設
を活用したカリキュラム

地域の住民、事業所、教育機関
市民団体、患者や家族等の参加

健都内外の健康医療に関わるアカデミア
や企業、ベンチャー、教育機関の参加

＋

科学技術コミュニケーションや
ソーシャルコミュニケーションの
技術を持つクリエイター、ジャーナリスト
サイエンスコミュニケーター

健都レールサイド公園
健都ライブラリー共創企画

明和池公園､その他周辺
街区公園、児童遊園

産学連携
カリキュラム

健都進出企業
カリキュラム

健都外の参加研究機関
の関連施設や体験への
移動プログラム

事例) サイエンスアゴラ健都、EXPO健都などソーシャルコミュニケーション活動の充実

子供のことを考える地域側の
住民や関係機関で子供のため
の多様な事業、カリキュラム
と受け皿を検討

地域の子供達が、地域外
の子供を招き入れるカリ
キュラムを開発

グローバルヘルス、
UHCと地域ニーズ
の共通項を見出し
たカリキュラムが
望ましい(横展開)

ライブラリーの
関連図書コーナー

産学連携
カリキュラム

異業種連携
カリキュラム

研究所見学

ｵｰﾌﾟﾝｶﾚｯｼﾞ

健都進出企業関連施設
企業ミュージアム



●健都内住民
勤務者･来街者

●健都内研究機関
や企業､支援機能

●吹田･摂津市の
市民･就学就業者
商店や事業所

●市内の企業大学等

●周辺地域､同種
地域(特性や課題)

●同地域の企業大学
等共創可能な知

●国内広域､同種
外国(特性や課題)

●同地域の企業大学
等共創可能な知

●海外広域､途上国
やBPO対象国

●同地域の共創可能
な知や主体

ｵｰﾌﾟﾝｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ
リビングラボ
に対する企業
ニーズ
(健康医療想定)

健都内外の企業等のニーズ
地域特性の高いR&D情報は、健康や医療関係の量産化する製品の市場展開には不向きである。リビングラボなど地域連携(共創)の地域ニーズと企業等の
規模の大きな市場(製品やサービスの提供)展開ニーズとのギャップを解消する必要がある。
❶グローバルな視点でのオープンイノベーションとそのためのリビングラボ・ネットワーク機能
❷ローカルな視点でのオープンイノベーションと健都の健康まちづくりのエリアマネジメントやコミュニティビジネス
の2つの視点の検証と試行的な取組みを考える。

R&D、事業開発
などの過程

地域共創(リビングラボ等)の参加者

集
積
に
よ
り

集
ま
る
情
報

成
果
の
市
場
導
入

横
展
開
の
ニ
ー
ズ

線の細い部分の解消、つまり拡大が重要

参加誘導と共創推進

地域価値創出と分配

地域共創過程による地域
へのベネフィットの還元

市場と展開

想定される企業とのかかわり方と企業ニーズの矛盾の解消

【企業から見た地域価値】
・国立循環器病センターや国立医薬基盤・健康・栄養研究所、大阪大学などアカデミアとの共創、また他企業等の集積性
・地域活用のテストベット、マーケットリサーチ、実証実験、効果的な地域情報発信(プロモーション)
・様々な手続きのワンストップ窓口「健都コーディネート機能」

大企業／健康医療産業のニーズ
※グローバルな、また全国的な標準化、デファクト化、汎用性と量産の市場と
サプライチェーンを求め、調査研究などR&D過程に於いてのみ特定のアカデミ
アや医療機関との連携を求める傾向があった。その販路も医療などに於いては
MRを中心とした特定顧客に対してのクローズドなマーケティングが多い。
※希少疾患などのソリューションも地域限定すると小さな市場であっても国際的
な見ればロングテール理論により一定マーケットの確保が可能になってきた。
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●健都内住民
勤務者･来街者

●健都内研究機関
や企業､支援機能

●吹田･摂津市の
市民･就学就業者
商店や事業所

●市内の企業大学等

●周辺地域､同種
地域(特性や課題)

●同地域の企業大学
等共創可能な知

●国内広域､同種
外国(特性や課題)

●同地域の企業大学
等共創可能な知

●海外広域､途上国
やBPO対象国

●同地域の共創可能
な知や主体

R&D、事業開発
などの過程

地域共創(リビングラボ等)の参加者

集
積
に
よ
り

集
ま
る
情
報

成
果
の
市
場
導
入

横
展
開
の
ニ
ー
ズ

参加誘導と共創推進

地域価値創出と分配

市場や社会課題からのニーズプルと地域の課題解決策が同じか、近いことが望ましく、
同様のソリューション(製品やサービス、事業)が応用できることも望ましい。基本とな
るソリューションを地域ごとにカスタマイズする、またローカライゼーションするなど。
検討段階では、社会課題と地域課題の共通性、つまり健都で共創したソリューションが
横展開できるような方策や、健都と各地のプラットフォーム、または国内外の課題や
市場とのネットワークを構築当初より含めた検討とする。

市場と展開

ｵｰﾌﾟﾝｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ
リビングラボ
に対する企業
ニーズ
(健康医療想定)

地域共創過程による地域
へのベネフィットの還元

【市民】・地域はR&D過程に参加することでイノベーティブな技術やサービスをいち早く、
安価、または無料で受けられ、QOLが向上する

・社会や地域との対話(ソーシャルコミュニケーション※)実証拠点として健康
スキル等が向上する。子供などの健康教育環境が整う。

・国内外の社会課題解決の共創者として加わることが可能。
エコシステムの構成者として組み入れることで有形無形のベネフィットを得る。

・テーマな活動内容に応じたサークル活動､市民団体､ｺﾐｭﾆﾃｨﾋﾞｼﾞﾈｽなどを支援
【地域企業】R&D過程の様々なオーダーメイド技術の受託に加わることが可能(川崎モデル)

想定される企業とのかかわり方と企業ニーズの矛盾の解消 21

健都内外の企業等のニーズ
地域特性の高いR&D情報は、健康や医療関係の量産化する製品の市場展開には不向きである。リビングラボなど地域連携(共創)の地域ニーズと企業等の
規模の大きな市場(製品やサービスの提供)展開ニーズとのギャップを解消する必要がある。
❶グローバルな視点でのオープンイノベーションとそのためのリビングラボ・ネットワーク機能
❷ローカルな視点でのオープンイノベーションと健都の健康まちづくりのエリアマネジメントやコミュニティビジネス
の2つの視点の検証と試行的な取組みを考える。



●健都内住民
勤務者･来街者

●健都内研究機関
や企業､支援機能

●吹田･摂津市の
市民･就学就業者
商店や事業所

●市内の企業大学等

●周辺地域､同種
地域(特性や課題)

●同地域の企業大学
等共創可能な知

●国内広域､同種
外国(特性や課題)

●同地域の企業大学
等共創可能な知

●海外広域､途上国
やBPO対象国

●同地域の共創可能
な知や主体

ｵｰﾌﾟﾝｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ
リビングラボ
に対する企業
ニーズ
(健康医療想定)

R&D、事業開発
などの過程

地域共創(リビングラボ等)の参加者

集
積
に
よ
り

集
ま
る
情
報

成
果
の
市
場
導
入

横
展
開
の
ニ
ー
ズ

線の細い部分の解消、つまり拡大が重要

参加誘導と共創推進

地域価値創出と分配
市場や社会課題からのニーズプルと地域の課題解決策が同じか、近いことが望ましく、同様
のソリューション(製品やサービス、事業)が応用できることが望ましい。
基本となるソリューションを地域でカスタマイズする、またローカライゼーションするなど。
検討段階では、社会課題と地域課題の共通性、つまり健都で共創したソリューションが横展
開できるかも当初より含めた検討とする。

想定される企業とのかかわり方と企業ニーズの矛盾の解消

地域共創過程による地域
へのベネフィットの還元

市場と展開

健都周辺地域のコミュニティビジネス、
エリアマネジメントとして成立

健都モデルをプロトタイプ
として全国に展開

地域の経営資産(国立研究機関や健都
集積主体のほか公有地や公共施設含む)
を活用したビジネスモデル検討

【市民】【地域企業】❶同様に

22

健都内外の企業等のニーズ
地域特性の高いR&D情報は、健康や医療関係の量産化する製品の市場展開には不向きである。リビングラボなど地域連携(共創)の地域ニーズと企業等の
規模の大きな市場(製品やサービスの提供)展開ニーズとのギャップを解消する必要がある。
❶グローバルな視点でのオープンイノベーションとそのためのリビングラボ・ネットワーク機能
❷ローカルな視点でのオープンイノベーションと健都の健康まちづくりのエリアマネジメントやコミュニティビジネス
の2つの視点の検証と試行的な取組みを考える。
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第２回共創フォーラム発表内容

（３）共創テーマ（研究･技術シーズ･実証フィールド基盤等）の発表
(前半:約13:25～14:10頃)
途中休憩 5分程度

(後半:約14:15～15:10頃)

●ファシリテータ : 新産業文化創出研究所 所長 廣常啓一



25共創テーマ検討のための発表（第2回）

●大阪産業大学工学部･教授･工学博士（株式会社オーエスユー代表取締役） 山田 修 氏
「セラミック水を活用したオーラルヘルス事業の共創と地域実証(仮題)」

【発表要旨】
大阪産業大学発ベンチャーである株式会社オーエスユー（大学の頭文字）では，長年にわたり天然に
は存在しないセラミックスの人工合成を行ってきた。このセラミックスを投入した水（以後，セラ
ミック水）は優れた殺菌能を示し，経口投与の安全性もGLP基準を満たしている。この始まりは，開
発途上国での汚染水を殺菌して，安全な飲料水提供を目指したものである。このためには，「殺菌性
を有する飲料水」という今までに無い概念に基づいた開発であった。この成功により，阪大歯学部と
の共同研究において，虫歯菌や歯周病菌にも有効性を示し，プラーク付着抑制もできたため，無意識
に飲料水として飲むことで同時にオーラルケアが行えるようになった。今後，市民がこれを飲むこと
で，健康維持や増進が図れるかといった実証を実施していきたい。

●大日本印刷株式会社 包装事業部 イノベーティブ・パッケージングセンター
ビジネスデザイン本部 市場開発部 第2グループ 今井 涼介 氏

「在宅患者の服薬状況を可視化する取り組み」

【発表要旨】
大日本印刷株式会社包装事業部では印刷技術を活用したDNPモニタリングパッケージ「Your
Manager」を用いて服薬状況の可視化に取り組んできた。
現在この技術を在宅医療で良く使用されるお薬カレンダーに応用し、IoT化したお薬カレンダー「服薬
管理カレンダー」を開発している。
今後、薬局/薬剤師や家族などが遠隔で服薬状況をモニタリングし、必要に応じたフォローを行うこと
で服薬忘れが減るような行動変容を実現する実証を行っていきたいと考える。
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●大阪成蹊大学 経営学部 教授 植田 真司 氏
「学校等で､こどもに対する気づきの健康教育が、親(家族)の健康への行動変容に結び付くことの実証
研究」

【発表要旨】
運動が健康において重要であることは、多くの人が知っていることである。しかし、十分な運動を実
施している人は少ない。スポーツ庁の「スポーツの実施状況等に関する世論調査」によると、運動・
スポーツの阻害要因として、「仕事や家事が忙しいから」「面倒くさいから」「年をとったから」な
どがあげられているが、行動変容には、運動・スポーツをするメリットや動機が重要と考える。今回
は、こどもに対し気づきの健康教育を行い、こどもの主体的・自発的な行動により、親や家族を運動
などの健康機会にアクセスしてもらい、行動変容に結び付ける機会となるパートナーの製品やサービ
ス、施設を提供し、その選択理由や今後も継続できるのかを含め実証する。

●日本笑いヨガ協会 代表 高田 佳子 氏
「健康意識を向上させる『笑い』のまちづくり」

【発表要旨】
笑いと運動を組み合わせた「笑トレ」は、心身にポジティブな変化をもたらし、運動習慣を身につけ
られるプログラムです。筋力アップ・心肺機能向上・可動域拡大といった運動も、笑いのストレス軽
減効果を活用することで、楽に運動効果が得られます。変化が実感でき、記録ツールの活用で行動変
容が早く、運動の継続が容易です。たいへんシンプルで、グループエクササイズ・セルフケア・オン
ラインの全てで実践できます。「美味しく口から食べる・歩く・ごきげんでいる」の３つをテーマと
し、過疎地での実践の事例と「お口の笑トレ」を紹介します。住民が、自律的に健康知識と実践スキ
ルを高めていける可能性を、皆様と一緒に考えていきたいと思います。
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●メンテナンス ストレッチ アソシエーション 城戸 逸代 氏
「健康づくりは 私の大切な 仕事です」(吹田市の健康づくり都市宣言より引用)

【発表要旨】
結婚を機に吹田市民歴43年、吹田で子を育て 吹田まつりをはじめ吹田市のイベント等に参加させていただき、
多世代交流のコミュニテイ、緑豊かな環境、ふるさと吹田が大好きです。この度、 産官学民の民として発表
の機会を頂けたことを感謝いたします。FBで健都共創フォーラムを知りましたが、平成26年の経産省のヘル
スケアビジネス推進フォーラムで、健都のまちづくり取組の事例を、また平成27年2月の関西大学のシンポ
ジュウムでオープンイノベーションを知り、今後の展望を待ち望んでおりました。
私たちは科学的根拠を持たないものの病後からの回復と自分で自分をメンテナンスし、動ける身体、笑顔の連
鎖と幸福感、健康的な毎日を過ごす為のヘルスケアや筋力チェックのストレッチ（メンテナンスストレッチ）
を地元の中高年で継続的に行ってきました。アクティブシニアに変貌したグループとして科学的根拠や行動変
容などの実証フィールド側グループとして共創に寄与したいと思います。

●株式会社ライフイノベーション 常務取締役 杉山 純一 氏
「patona吹田健都のフィールドとしての可能性」

【発表要旨】
2020年2月、パナソニックホームズ株式会社の整備により『高齢者向けウェルネス住宅』の先導的モ
デル事業となるpatona吹田健都が開業した。ウェルネス機能や地域包括ケアシステム機能を備え、ま
た、当社がマスターリースする低層階には、ドラッグストアをはじめ、医療、運動、保育、教育と
いった用途で構成されるテナントゾーンを設け、多世代交流の創出による健康維持・増進に取り組ん
でいる。テナントゾーンには、施設の種類に応じて様々な属性の利用者が訪れる特徴がある。今回の
発表では、各施設の機能や利用者属性等を説明させて頂き、フィールドとしての利活用の可能性を皆
さんと考えていきたい。
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●グローバルビレッジ津雲台まちづくり協議会 代表幹事
共和メディカル株式会社 代表取締役 杉浦 万正 氏

「グローバルビレッジ津雲台の取り組み紹介と吹田健都との協働・交流の可能性」

【発表要旨】
今年1月、グローバルビレッジ津雲台が開業しました。全体の約半分が大阪大学施設（留学生や教職員の宿
舎）。残り半分が民間施設として、ファミリー賃貸、サービス付き高齢者住宅、シェアハウス等の多世代共生
の居住スペースや、クリニックモール（整形、内科、透析／泌尿器外来、薬局）、食堂、カフェ、動物病院、
学習塾、フィットネスなど多様な交流を生みだすテナントが集まっています。さらに6月、街のコンセプトで
ある「おもろい学び場（あそびば）」を実現すべく、大阪大学人間科学科の協力の下「GVまちづくり協議
会」を発足しました。本日は、グローバルビレッジ津雲台での取組をご紹介すると共に、同じ吹田市で地域住
民のために一緒に出来る事を共に模索できればと考えています。
参考⇒ http://patona-suita-tsukumodai.jp/

●株式会社テルミーソリューションズ 代表取締役社長 山本 光平 氏
「健康無関心層の行動変容を促す毛髪分析」

【発表要旨】
弊社は今年創業９１年目となる美容業です。お客様の美のお手伝いをさせて頂く中で「美と健康」は
不可分であることを強く意識し、毛髪分析によるヘルスケアの研究にも取り組んで来ました。最近は
毛髪中の糖化タンパクを正確に測定する技術開発を行い、糖尿病患者と健常者との毛髪中糖化タンパ
ク濃度比較ではP<0.005と有為な結果を得ました。美容院にて非侵襲で糖化度を測る事により、定期
的に来店され一定時間滞在される顧客とのコミュニケーションを通じて健康への「気づきと継続」を
提供できる可能性があります。全国に美容院は２５万軒以上存在し、その数はコンビニの約4.5倍もあ
ります。新しいリビングラボの可能性についてご提案させて頂きます。
https://www.osaka.cci.or.jp/Chousa_Kenkyuu_Iken/press/210212aibj.pdf

http://patona-suita-tsukumodai.jp/
https://www.osaka.cci.or.jp/Chousa_Kenkyuu_Iken/press/210212aibj.pdf
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●同志社大学ソーシャルマーケティング研究センター センター長 瓜生原 葉子 氏
ソーシャルマーケティングによる行動変容と共創
【発表要旨】
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第１回共創フォーラム発表内容

（４）第1回健都共創フォーラム発表の振り返り
(15:10～15:20)
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主催者挨拶
●摂津市 保健福祉部理事 平井 貴志

「健都での共創の取組み」説明会
●吹田市 健康医療審議監 岡 大蔵
「健都の概要（集積機関、取組等）の紹介」

●国立研究開発法人国立循環器病研究センター 産学連携本部長 浅野 滋啓
「国立循環器病研究センターにおけるオープンイノベーションの取組みと展望」

●国立研究開発法人医薬基盤･健康･栄養研究所 国立健康･栄養研究所 研究企画評価主幹 瀧村 佳代
「国立研究開発法人医薬基盤･健康･栄養研究所 国立健康･栄養研究所の概要と最近の動向について」
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●大阪大学大学院歯学研究科附属イノベーティブ・デンティストリー推進センター教授・センター長 十河 基文 氏
「口から元気に！「高齢者フレイル見張り番・社会システム」の構築を夢見て」

●エア・ウォーター株式会社 技術戦略センター 事業戦略部 今井 美由紀 氏
「くらしに寄り添う、ウェルネス事業の地・健都」

共創テーマ検討のための発表（第1回）

●大阪経済大学 人間科学部 教授 高井 逸史 氏
「コロナ禍における新たなフレイル予防戦略」

●グンゼ株式会社 QOL研究所 企画調査室 室長 上島 進 氏
「メディカル（医療）とフィットネス（スポーツ）の融合による新しいヘルスケアビジネスの創出に向けて」

●株式会社 日新システムズ システム・ソリューション事業部 プロダクト開発 室長 柏木 良夫 氏
「Society 5.0の実現に向けたスケーラブルな国際標準無線通信規格とアプリケーション」

●株式会社リージャー デメカル事業部 営業担当部長 柏木 久史 氏
「ヘルスケアイノベーション『遠隔採血検査を用いた健都としての価値づくり』について」
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●大阪大学大学院歯学研究科附属イノベーティブ・デンティストリー推進センター教授・センター長 十河 基文 氏

●大阪経済大学 人間科学部 教授 高井逸史氏

●グンゼ株式会社 QOL研究所 企画調査室 室長 上島 進 氏

●株式会社 日新システムズ システム・ソリューション事業部 プロダクト開発 室長 柏木 良夫 氏

●株式会社 リージャー デメカル事業部営業担当部長 柏木 久史氏

●大阪産業大学工学部･教授･工学博士（株式会社オーエスユー代表取締役） 山田 修 氏

●大日本印刷株式会社 包装事業部 イノベーティブ・パッケージングセンタービジネスデザイン本部 今井 涼介 氏

●大阪成蹊大学 経営学部 教授 植田 真司 氏

●日本笑いヨガ協会 代表 高田 佳子 氏

●日本笑いヨガ協会 代表 高田 佳子 氏

●共和メディカル株式会社 代表取締役 杉浦 万正 氏

●株式会社ライフイノベーション 常務取締役 杉山 純一 氏

●株式会社テルミーソリューションズ 代表取締役社長 山本 光平 氏

●同志社大学ソーシャルマーケティング研究センター センター長 瓜生原 葉子 氏

第1回、第2回 発表者、専門家、他を含めたディスカッション
(15:20～15:55)
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（６）試行的研究会説明とアンケートのお願い



37アンケートの方法

アンケートの記載フォームのURLは、
健都共創フォーラム終了後に「退出」のボタンを押した後、
そのまま、お待ちください。

参加者全員にメールにてお送りいたします。
ご記載のご協力、宜しくお願い致します。

アクセス不可能な方、ZOOM画面を×にした方には、
Word-dataの送信も行います。

締切日は、7月12日（月）までとさせていただきます。



38アンケート内容

１．健都産学官民共創フォーラム、及び、共創プラットフォームでの活動についての関心や参加意思

２．共創プラットフォームについて

３．テーマ別の研究会（試行的研究会含む）に対する関心や参加意思

４．健都の機能や地域へのご関心、活用・進出について

５．国立循環器病研究センターにおけるオープンイノベーションの取組みについて

６．国立研究開発法人医薬基盤・健康・栄養研究所と研究所の健都での取り組みについて

7．～15．健都共創フォーラムでの本日の発表者(9者)について

➀関心あるので共創したい （具体的な案件あれば） ②関心はあるので共創提案となる自社の発表をしたい
③関心はあるので研究会が出来れば参加したい ④関心はあるが研究会には参加しない（理由があれば）
⑤関心はない

16．新たな研究会テーマの希望、また提案する自社の研究技術や製品、事業、フィールド等の発表の意思と内容

17.  吹田市、摂津市でのリビングラボフィールドをお持ちの方に
（地域の開発案件、施設、事業所、自治会、地域活等主体等) 

18. ソーシャルコミュニケーションや(無関心層などへの)行動変容に結び付く活動への関わりについて

19. 共創のための機能として求めるもの（産学連携や企業連携、地域連携、実証フィールド等）

20. その他、自由記載
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第2回健都共創フォーラム
最後までご参加頂きありがとうございました。

次回の試行的研究会のご案内は
参加者全員に、送らせていただきます。

試行的研究会へのご参加も、お待ちしております。


